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形式化プロセスの実践

評価

課題、取り組み 解決のアプローチ

• 【課題】実世界の法・規定に対して形式仕様
記述することで、要求や仕様のモデリング
や形式化・検証に関するプラクティスおよび
その検討力を身につける。

• 【取り組み】東京ディズニーランドのファスト
パスについて形式仕様記述を行う。

1. ファストパスの実際の仕様を調査する。
2. モデル化して形式化対象を決定する。

重要な機能に集中して形式化を行う。
3. VDM++で分担ごと形式仕様を記述する。

二人で同じ仕様を記述して差異を比較する。
4. VDMUNITで形式仕様の妥当性を検証する。

網羅的な動的テストを自動的に実行する。

業務への展開
• ファストパスの仕様が明確になった。

仕様が検証可能な状態になったことにより、そ
の曖昧さや妥当性を確認できるようになった。

• 形式化と検証のプラクティスが身についた。

組織的な形式化と検証のプラクティスを通して、
仕様を成熟させることができるようになった。

• 形式仕様記述のメリット・デメリットを体験できた。

仕様について統一的な理解を得ることはできた
が、教育コストは高く、記述には時間がかかった。
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形式仕様を開発に導入した場合、人による仕様解釈
は不要となり、設計やテストの自動生成が可能になる。
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